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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源として半導体型の発光素子を使用する車両用照明灯具において、
　車両前後方向に延びるレンズ光軸上に配置されているとともに、正面視においては横長
形状を成し、上面視においては前面側が車両前方向に突出し、かつ、後面側が車両前方向
に凹んだ弓形形状をして形成されている凸レンズと、
　前記凸レンズの後側焦点近傍に配置された光源としての発光素子と、
　前記発光素子からの光を反射させてオーバーヘッドサイン用の配光パターンとして外部
に照射する反射面と、を備え、
　前記凸レンズは、前記レンズ光軸より上半分側のレンズ部裏面における曲面の曲率を前
記凸レンズの基本焦点を形成する曲率より小さくしたことを特徴とする車両用照明灯具。
【請求項２】
　前記反射面は、放物柱反射面からなり前記凸レンズ後面側の凹部上方を覆って設けて成
ることを特徴とする請求項１記載の車両用照明灯具。
【請求項３】
　前記放物柱反射面の光軸は、前記凸レンズの焦線とレンズ光軸と交差する点を中心に前
記レンズ光軸から後方に回転して設けられており、前記発光素子からの直射光を車両前方
へ反射させることを特徴とする請求項２記載の車両用照明灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は車両用照明灯具に関するものであり、特に、光源として例えばＬＥＤ等の半導
体型の発光素子を使用するプロジェクタタイプの車両用照明灯具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光源としてＬＥＤ等の半導体型の発光素子を使用したプロジェクタタイプの車両
用前照灯は知られている(例えば、特許文献１参照)。
【０００３】
　特許文献１の車両用前照灯は、車両前後方向に延びる光軸上に配置された横長形状のシ
リンドリカルレンズと、このシリンドリカルレンズの後側焦点近傍に配置された発光素子
を備え、上記発光素子からの直射光を上記レンズで水平方向に拡散させて、拡散タイプの
配光パターンとして前方へ照射する構造になっている。
【０００４】
　また、このような従来の車両用前照灯は、拡散タイプの配光パターンが得られるだけで
あって、その他の機能の配光パターン、例えばオーバーヘッドサイン用の配光パターンと
共に複数の配光パターンが得られるものではない。
【０００５】
　さらに、従来のシリンドリカルレンズを使用した車両用前照灯における配光パターンは
、図１１に示すような拡散タイプの配光パターンが形成されていた。同図において、符号
Ｓ１で示す部分は配光の反り上がりとなる部分で、符号Ｓ２で示す部分は配光の反り下が
りとなる部分であり、部分Ｓ１,Ｓ２以外の部分が照明に必要とされる有効配光部分であ
る。すなわち、部分Ｓ１である配光の反り上がりは対向車側に眩惑光として悪い影響を与
え、部分Ｓ２である配光の反り下がりは路面光ムラとなり、車両近くに光抜けという悪い
影響を与える。しかし、横長形状のシリンドリカルレンズの場合には、このような問題と
なる部分Ｓ１,Ｓ２が発生していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２１３８７９号公報。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述したように、従来の横長形状のシリンドリカルレンズを使用した車両用照明灯具で
は、拡散タイプの配光パターンとオーバーヘッドサイン用の配光パターンとが得られない
という問題点があった。
【０００８】
　また、対向車側に眩惑光となる配光の反り上がりや、路面光のムラとなる配光の反り下
がり等が発生し、配光面での問題点があった。
【０００９】
　さらに、単に横長形状をしたシリンドリカルレンズを使用した車両用照明灯具の構造で
は、車両左右方向の横幅寸法を大きく必要とする。このため、例えばランプレンズ(アウ
ターレンズ)等、灯具外側の形状が曲面形状で設計されているような場合、その灯具外側
の形状に合わせづらく、灯具設計時におけるレイアウトに制限を受けるという問題点があ
った。さらに、２次元上で光りを拡散させているので、水平方向の配光に視認性が乏しい
という問題点もあった。
【００１０】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、拡散タ
イプの配光パターンとオーバーヘッドサイン用の配光パターンとが得られるとともに、配
光の反り上がり及び反り下がりをなくして車両照明に適した拡散タイプの配光パターンが
得られる車両用照明灯具を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明に係る車両用照明灯具は、光源として半導体型の発
光素子を使用する車両用照明灯具において、車両前後方向に延びるレンズ光軸上に配置さ
れているとともに、正面視においては横長形状を成し、上面視においては前面側が車両前
方向に突出し、かつ、後面側が車両前方向に凹んだ弓形形状をして形成されている凸レン
ズと、前記凸レンズの後側焦点近傍に配置された光源としての発光素子と、前記発光素子
からの光を反射させてオーバーヘッドサイン用の配光パターンとして外部に照射する反射
面と、を備えて成る。
【００１２】
　この構成によれば、正面視においては横長形状を成し、上面視においては前面側が車両
前方向に突出し、かつ、後面側が車両前方向に凹んだ弓形形状を成している凸レンズを使
用することにより、水平方向の視認性に優れた拡散タイプの配光を得ることができる。ま
た、凸レンズに入射しないで反射面に向かって来る光束を該反射面で受け、この光束を有
効活用してオーバーヘッドサイン用の配光パターンを得ることができる。
【００１３】
　また、凸レンズが車両前方向に突出している弓形形状を成していることにより、例えば
アウターレンズ等、灯具外側の形状が曲面形状で設計されているような場合であっても、
その灯具外側の形状に合わせ易く、設計時におけるレイアウトの制限をあまり受けること
がない。
【００１４】
　上記構成において、前記反射面は、放物柱反射面からなり前記凸レンズ後面側の凹部上
方を覆って設けて成る、構成を採用できる。
【００１５】
　この構成によれば、凸レンズの上方に配置された反射面が発光素子から凸レンズ後面側
の凹部内を通って出射されて来る光を受け、この出射光をオーバーヘッドサイン用の光と
して使用できる。これにより、凸レンズと反射面の配置構成をコンパクトにして、小型化
された灯具構造を得ることができる。
【００１６】
　上記構成において、前記放物柱反射面の光軸は、該投射レンズの焦線とレンズ光軸と交
差する点を中心に前記レンズ光軸から後方に回転して設けられており、前記発光素子から
の直射光を車両前方へ反射させる。
【００１７】
　上記構成において、前記凸レンズは、前記レンズ光軸より上半分側のレンズ部裏面にお
ける曲面の曲率は、該投射レンズの基本焦点を形成する曲率より小さくした構成を採用で
きる。
【００１８】
　この構成によれば、発光素子からの直射光の光量が反射面に多く入射するようにできる
。
【００１９】
　上記構成において、前記凸レンズは、裏面側が光軸より下半分の曲面の曲率が上半分の
曲面の曲率より大で、かつ、後方へ向かって傾斜させて成る、構成を採用できる。
【００２０】
　この構成によれば、光源からの光を下方へ正確に偏向制御させて、配光の反り上がり及
び反り下がりをなくした配光を可能にする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、拡散タイプの配光パターンとオーバーヘッドサイン用の配光パターン
とが得られるとともに、拡散タイプの配光パターンでは水平方向の視認性に優れた幅の広
い配光を得ることができる。また、配光の反り上がり及び反り下がりをなくした拡散タイ
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プの配光が可能になる。さらに、灯具外側の形状に合わせ易いので、灯具設計時における
レイアウトに制限を受けることが少なく、設計の自由度が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態に係る車両用照明灯を示す側面図。
【図２】本実施形態の車両用照明灯具の正面図。
【図３】上段ランプユニットのレンズ及び光源の配置を模式的に示す鉛直断面図。
【図４】同上レンズの斜視図。
【図５】同上レンズの上面図。
【図６】同上レンズの正面図。
【図７】図６のＡ－Ａ線断面図。
【図８】上段ランプユニットから照射される配光パターンを示す図。
【図９】下段ランプユニットから照射される配光パターンを示す図。
【図１０】上段ランプユニットから照射される配光パターンと上段ランプユニットから照
射される配光パターンの合成配光パターンを示す図。
【図１１】従来の車両用前照灯から照射される配光パターンを示す図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の最良の実施形態について、添付図面を参照しつつ説明する。図１及び図
２は本発明に係る実施形態の車両用照明灯を示すもので、図１はその側面図、図２はその
正面図である。以下の説明において、図１の左右方向左側を前方、右側を後方とし、また
上下方向を上下、紙面に垂直な方向を左右として説明する。
【００２４】
　図１及び図２において、符号１は、この実施形態における車両用前照灯である。該車両
用前照灯１は上段ランプユニット２（大拡散用配光）と、下段ランプユニット３（斜めカ
ットライン用配光）と、ランプレンズ４等から構成されている。なお、ランプレンズ４は
、例えば素通しのアウターレンズである。
【００２５】
　上段ランプユニット２及び下段ランプユニット３は、ユニット搭載部を兼ねるアルミダ
イカスト製のヒートシンク５上に配置されている。また、上段ランプユニット２は、本発
明の最も特徴とする構成を備える車両用照明灯としてのランプユニットである。
【００２６】
　以下、前記上段ランプユニット２の構成についてさらに詳細に説明する。この上段ラン
プユニット２は、光学ユニット２Ａと光源ユニット２Ｂとリフレクタ２Ｃとで成る。
【００２７】
　前記光源ユニット２Ｂは、光源としての発光素子６をヒートシンク５上に設けて成る。
該発光素子６は、１ｍｍ四方程度の大きさの発光チップを複数個並べた略長方形の外形を
有する半導体型の発光素子としての白色ダイオード(ＬＥＤ)であって、熱伝導性を有する
基板７に支持された状態で、かつ、図３に示すようにレンズ光軸ＯＡのすぐ上側に位置し
て前方に向けて配置されている。なお、この光源ユニット２Ｂは前記基板７を介してヒー
トシンク５に固定されている。
【００２８】
　一方、光学ユニット２Ａは、投射レンズ１１を備える。投射レンズ１１は、図４乃至図
７に詳細に示す。該投射レンズ１１は、正面視においては図６に示すように横長形状を成
し、上面視においては図５に示すように前面側が車両前方向に突出し、かつ、後面側が曲
率Ｒ１で車両前方向に凹んだ弓形形状を成す凸レンズで構成されている。また、この投射
レンズ１１は、図５に示すように裏面(後方)側に焦線(線上の焦点)１２を有している。そ
して、本実施形態においては、この投射レンズ１１の焦線１２上に発光素子６を配置して
おり、これにより発光素子６からの直射光を水平方向に拡張させて前方に照射し、拡散タ
イプの所定の配光パターンを投影することができるように構成している。
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【００２９】
　また、前記投射レンズ１１のレンズ裏面側には、該レンズ裏面側を車両前方向に凹ませ
ることによって、切り欠き状の湾曲部１３が形成されている。さらに、投射レンズ１１の
レンズ裏面は、該投射レンズ１１の基本焦点を形成する曲率Ｒに対し図７に示すように、
レンズ光軸ＯＡより下半分側のレンズ部裏面における曲面１１Ｌの曲率ＲＬは、基本焦点
を形成する曲率Ｒより大きく（Ｒ＜ＲＬ）、レンズ光軸ＯＡより上半分側のレンズ部裏面
における曲面１１Ｈの曲率ＲＨは、該投射レンズの基本焦点を形成する曲率Ｒより小さく
し（ＲＬ＞Ｒ）とし、かつ、曲面１１Ｌが曲面１１Ｈよりも後方へ向かって角度θ傾斜さ
せた状態に形成されている。なお、前記角度θは、０°以上５°以下(０°＜θ＜５°)で
設定される。
【００３０】
　図４に示すように、前記リフレクタ２Ｃは、投射レンズ１１のレンズ後面側の凹部であ
る湾曲部１３の上方を覆って配設され、車両前方向を向いた前面部分と発光素子側６と対
応している下面側の部分がそれぞれ開口し、その他の部分が閉塞されて、概略ダクト状に
形成されている。また、リフレクタ２Ｃの閉塞部分の内面には、アルミ蒸着若しくは銀塗
装等が施されて放物柱反射面２０を設けている。
【００３１】
　また、リフレクタ２Ｃは、断面形状が放物面からなり焦点を投射レンズ１１の焦線(線
上の焦点)１２とレンズ光軸ＯＡと交差する点に設けた面からなり、前記面を左右方向に
平行移動させた放物柱反射面２０として設けている。該放物柱反射面２０の光軸ＯＲは、
該投射レンズ１１の焦線(線上の焦点)１２とレンズ光軸ＯＡと交差する点を中心にレンズ
光軸ＯＡから後方に約１．０～５．０°回転して設けられており、発光素子６からの直射
光を車両前方へ反射させてオーバーヘッドサイン用の配光パターンを形成するように構成
されている。
【００３２】
　すなわち、前記放物柱反射面２０では、発光素子６からの直射光のうち、投射レンズ１
１に入射しないで該放物柱反射面２０に向かって来る光束を有効活用すべく、車両前方へ
反射させてオーバーヘッドサイン用の配光パターンを形成するもので、特に、本例では該
投射レンズ１１のレンズ裏面に曲面１１Ｈを設けることにより、発光素子６からの直射光
の光量が放物柱反射面２０に多く入射するように構成している。
【００３３】
　また、レンズ光軸ＯＡより上半分側のレンズ部裏面における曲面１１Ｈの曲率ＲＨは、
該投射レンズの基本焦点を形成する曲率Ｒより小さくし（ＲＬ＞Ｒ）（ＲＨ＜Ｒ）とする
ことで、発光素子６からの直射光の光量が放物柱反射面２０に多く入射するように構成で
き、さらに投射レンズ１１の上端より多くの水平カット部１１Ｕを設けることができ、放
物柱反射面２０で反射されて上向きのオーバーヘッドサイン用の光を遮ることがない、し
かもレンズ上側(上半分側のレンズ部)に入射された光は出射光として出射光Ｌ１よりやや
下側に偏向できる。
【００３４】
　この実施形態における上段ランプユニット２は、以上のごとき投射レンズ１１を形成す
るとともに、該投射レンズ１１のレンズ焦線１２上に発光素子６を配置し、かつ、投射レ
ンズ１１のレンズ後面側の湾曲部１３の上方を覆ってリフレクタ２Ｃを配設した構造とし
たことにより、発光素子６から投射レンズ１１及び放物柱放物柱反射面２０に入射された
直射光は、図３に示すように、出射光Ｌ１,Ｌ３,Ｌ５としてそれぞれ外部(車両の前方)に
照射される。
【００３５】
　すなわち、発光素子６から放射されて投射レンズ１１に向かった光のうち、レンズ中心
付近に入射された光は出射光Ｌ１としてレンズ光軸ＯＡに沿ってほぼ水平に出射し、レン
ズ上側(上半分側のレンズ部)に入射された光は出射光として出射光Ｌ１よりやや下側に偏
向されて出射し、レンズ下側(下半分側のレンズ部)に入射された光は出射光Ｌ３として出



(6) JP 5326821 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

射光Ｌ１よりも下側に偏向されて出射する。
【００３６】
　そして、この投射レンズ１１による偏向制御により、図８に示すように、水平方向にお
ける視認性に優れた幅広い下向きの拡散タイプの配光パターンＰ１を得ることができる。
また、この配光では、従来の車両用照明灯具で問題となっていた配光の反り上がり及び反
り下がりをなくした配光が可能になる。
【００３７】
　一方、発光素子６から放射されて放物柱反射面２０に向かった出射光Ｌ５は、放物柱反
射面２０で反射されて上向きのオーバーヘッドサイン用の配光パターンＰ２として車両の
前方に照射される。
【００３８】
　したがって、本実施形態における車両用照明灯具では、拡散タイプの配光パターンとオ
ーバーヘッドサイン用の配光パターンとが得られる。また、正面視においては横長形状を
成し、上面視においては前面側が車両前方向に突出し、かつ、後面側が車両前方向に凹ん
だ弓形形状を成している投射レンズ(凸レンズ)１１を使用しているので、水平方向におけ
る視認性に優れた拡散タイプの配光を得ることができる。
【００３９】
　また、前記投射レンズ１１のレンズ光軸ＯＡより下半分のレンズ部の曲面１１Ｈが、光
源(受光素子６)からの光を下方に偏向させるので、上方に向かう光線が下側に向かい、配
光の反り上がり及び反り下がりをなくした配光を可能にする。
【００４０】
　さらに、投射レンズ１１が車両前方向に突出している弓形形状を成していることにより
、例えばランプレンズ４の形状等、灯具外側の形状が曲面形状で設計されているような場
合であっても、その灯具外側の形状に合わせ易く、灯具設計時におけるレイアウトに制限
をあまり受けることがなくなる。
【００４１】
　また、さらに前記放物柱反射面２０は、投射レンズ１１の後面側における湾曲部(凹部)
１３の上方を覆って設けているので、投射レンズ１１に入射しないで該放物柱反射面２０
に向かって来る光束を受け、これをオーバーヘッドサイン用の光として有効に活用するこ
とができる。さらに、投射レンズ１１と放物柱反射面２０の配置構成をコンパクトにまと
めて小型化された構造を得ることが可能になる。
【００４２】
　また、発光素子６をヒートシンク５上に直接、基板７を介して配置することができるの
で、薄型化された構造を得ることができる。
【００４３】
　なお、上記実施形態において、下段ランプユニット３がエルボーを有する集光タイプの
光学系である場合、その配光パターンは遠方視認性を確保するために例えば図９に示すよ
うな配光パターンＰ３(図中、符号ＣＬはカットオフライン、Ｅはエルボー点)が得られる
ように設定される。また、下段ランプユニット３の光軸は路面に対してほぼ水平方向に向
けられ、上段ランプユニット２は下段ランプユニット３の光軸よりも下向きの角度になる
。そして、上記実施形態の車両用前照灯１では、上段ランプユニット２で得られる配光パ
ターンＰ１,Ｐ２と下段ランプユニット３で得られる配光パターンＰが合成されて、例え
ば図１０に示すような合成配光パターンを得ることができる。
【００４４】
　さらに、本発明は、本発明の精神を逸脱しない限り種々の改変を為すことができ、そし
て、本発明が該改変されたものに及ぶことは当然である。例えば、上記実施の形態では、
ヒートシンク５の上段にランプユニット２を設け、かつ、下段にランプユニット３を設け
た構造にしたが、逆にヒートシンク５の上段にランプユニット３を設け、かつ、下段にラ
ンプユニット２を設ける構造にしてもよい。
【産業上の利用可能性】
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【００４５】
　以上説明したように、本発明は車両用照明灯具について説明したが、車両用灯具に限ら
ず一般の信号灯等にも応用できる。
【符号の説明】
【００４６】
１　　　　車両用前照灯
２　　　　上段ランプユニット
２Ａ　　　光学ユニット
３　　　　下段ランプユニット
４　　　　ランプレンズ
５　　　　ヒートシンク
６　　　　発光素子(ＬＥＤ)
７　　　　基板
１１　　　投射レンズ(凸レンズ)
１１Ｌ　　下半分の曲面
１１Ｈ　　上半分の曲面
１１Ｕ　　水平カット部
１２　　　レンズ焦線
１３　　　湾曲部(レンズ後面側の凹部)
２０　　　放物柱反射面
Ｐ１　　　拡散タイプの配光パターン
Ｐ２　　　オーバーヘッドサイン用の配光パターン
Ｐ３　　　下段ランプユニットの配光パターン
Ｌ１　　　出射光
Ｌ３　　　出射光
Ｌ５　　出射光
Ｒ１　　　弓形の曲率
Ｒ２　　　焦線の曲率
ＲＬ　　　曲率
ＲＨ　　　曲率
ＯＡ　　　レンズ光軸
θ　　　　傾斜角度
Ｓ１　　　配光の反り上がり部分
Ｓ２　　　配光の反り下がり部分
ＣＬ　　　カットオフライン
Ｅ　　　　エルボー点
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【図９】
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